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Ⅰ 研究事例集の発刊にあたって 

日立市教育研究会理科教育研究部長 髙畠 幸浩 

 

茨城県児童生徒科学研究作品展は，児童生徒が日常生活の中で不思議に感じたことや疑問に思っ

たことを，科学的に調査研究した作品を昭和３２年度から募集し，平成，令和を経て，本年度で第

６３回を迎えました。県内の児童生徒が自由に研究した作品の発表を通して，科学に対する興味・

関心を高め，創造性の育成を図ることを大きな目的として，その歴史を重ねてきました。 

本年度の日立市科学研究作品展では，小学校６７６点（８７４人），中学校３４６点（６９６人）

で合計１０２２点（１５７０人），発明工夫作品では，小学校５６５点（５７４人），中学校９１９

点（９５９人）合計１４８４点（１５３３人）と数多くの応募があり，その中から特に優れた作品

が日立地区展の代表として，県北地区展（４市），さらに県展に出品されました。今年度の日立地

区展（審査のみ）は，９月２０日に実施しました。そして，県北地区展は，日立市教育プラザを会

場に，１０月５日から１０月６日の２日間でのべ６５７人もの皆さんに御来場いただきました。 

県展には，日立市から小中併せて計１２点が出品されて，日立市立大沼小学校 緑川 陽翔さん，

緑川 愛菜さんの作品「カブトムシの研究６ ～音楽とカブトムシの成長の関係について～」が，

げんでん財団科学賞，日立市立田尻小学校 笹俣 俊洋さんの作品「我が家の床の間の植物工場モ

デル（Part１）～ＣＯ2 添加と植物成長促進効果の観察～」がミュージアムパーク茨城県自然博物

館長賞を受賞しました。また，学校賞として，県北地区では，日立市立宮田小学校がげんでん財団

賞を受賞しました。受賞された皆様，おめでとうございます。 

市及び県北地区展の審査で，惜しくも入賞を逃した作品も，野帳や主論文，掲示資料等が大変丁

寧に作成してあり，いずれも継続研究が楽しみな作品ばかりでした。研究を推進する過程では，そ

の目的に合った条件を揃えて，データ（数値・野帳記録・写真など）を丹念に蓄積していくこと，

そのデータを整理して第三者に分かりやすく表現することが大切です。そのためには，先人の優れ

た研究から実験・観察方法や表現の仕方を学んで，研究の前に十分構想を練るとよいと思います。 

この事例集では，今年度の県北地区展や県展に出品された科学研究作品並びに発明工夫作品の中

から，参考となる優秀な作品の掲示物と概要を掲載しています。今年度初めて研究を進めた皆さん，

さらに研究内容を高めたいと考えている皆さんにとって貴重な資料となると思います。ぜひ，積極

的に参考にしてください。また，先生方が科学研究の進め方や掲示物（模造紙）のまとめ方，発明

工夫作品の例を質問された場合などに，本事例集を活用して指導されることを願っております。 

結びに，夏休みの科学自由研究相談会と県北地区展の開催，本研究事例集の発行にあたり，県北

教育事務所学校教育課指導主事 山﨑 誠先生，同主査 関 辰洋先生，日立市教育委員会指導課

指導主事 正木 啓道先生には，御多用中にもかかわらず丁寧な御指導をいただき心から感謝申し

上げます。また，日立理科クラブの皆様，茨城大学工学部の諸先生におかれましても，大変お世話

になりました。さらに，原稿の依頼を引き受けてくださった児童生徒のみなさん，御指導にあたら

れました先生方，研究を後押ししてくださった保護者の皆様に御礼申し上げます。たくさんの方々

の御支援と御協力で立派な事例集が発刊できますことお知らせいたしまして，挨拶といたします。 
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Ⅱ 科学研究･発明工夫の指導について 

日立市教育委員会指導課 指導主事 正木 啓道 
 

今年度も，科学研究・発明工夫作品展において，たくさんの児童生徒の皆さんが，不思議なこと，

疑問なことを探究する科学研究やアイデアを生かした発明工夫に熱心に取り組みました。各校の作

品からは，児童生徒の皆さんの自然や環境，サイエンスに対する興味・関心の高さがうかがえ，ど

の研究や作品のテーマも印象に残るものばかりでした。指導に当たった先生方や保護者の皆様，作

品展関係でお世話になった会場の皆様，市理科教育研究部の先生方のご尽力に心より感謝申し上げ

ます。また，日立理科クラブの皆様にも，日頃の学習支援及び理数アカデミー等において，ご助言・

ご協力をいただきました。作品展の運営に携わられた全ての皆様に厚く御礼申し上げます。 

さて，今後ＩｏＴやビッグデータ，人工知能等をはじめとする技術革新が一層進展し，狩猟社会，

農耕社会，工業社会，情報社会に続く，人類史上５番目の新しい社会である Society5.0 の到来が

予想されています。このような中，どのように社会や世界と関わり，よりよい人生を送っていくか

を考え，学んだことを実生活に生かそうとする力がますます重要となってきます。そして，好奇心，

探究心，挑戦心などの「未知を解明しようとする高い志」が未来を切り開き，新たな社会を構築し，

持続可能な社会を担っていく原動力となるにちがいありません。先生方には，児童生徒にすぐに期

待どおりの成果が出なくても取組の方向性や進め方等を助言し，研究や発明の本質に触れさせなが

ら，問題解決的・探究的な活動・学びへの意欲が持続するように励ましていただきたいと思います。 

科学研究や発明工夫が今後さらに充実したものとなるよう，取組のポイントを児童生徒向けにい

くつか挙げますので，是非参考にしてください。 

<科学研究について> 

○ 研究テーマを決めて，研究計画を立てる 

  自分の気付きを大切にして，具体的でわかりやすいテーマを設定することが重要です。どん

な方法で，いつどこで何をどのように調べていくのかまとめると計画になります。研究全体の

見通しをもち，記録方法や役割分担（共同研究）についても考えておきます。一度計画を立て

ても実際に調べていく過程で絶えず見直しを行い修正していくことが大切です。 

○ 必要な材料や器具を準備して，観察や実験を行う 

  実験の器具や道具，消耗品などは，家庭にあるものや自分で用意できるものを使用します。

先生や日立理科クラブに相談すると具体的なアドバイスがもらえます。野帳は研究を進める手

がかりになるので，観察や実験で見たこと・わかったこと等を記録していきます。たとえ失敗

しても，その記録は次の手立てを考えていくための大切な情報・手がかりとなります。 

○ 結果を整理して，結果からわかったことを考え，研究全体をまとめる 

得られた結果を適切に処理し，結果から何がわかったのかを考え，データをもとにグラフや

表で説明します。「①主論文，②野帳，③掲示物（模造紙）」等にまとめます。 

<発明工夫について> 

○ 材料や構造が十分に検討されており，実際に使いやすいものであるか 

発明は，生活の中で誰かが「不便だなあ。」と思うところから始まります。幼児やお年寄り

など，具体的に使う人の気持ちになると，作品の工夫すべきポイントが見えてきます。誰かに

実際に使ってもらい，安全面などの工夫改善をするとよいでしょう。 

○ 他に似た製品がなく，自分の工夫があるか 

   模倣や手芸品・工作物になっていないか，自分の創意工夫を生かしているかが大切です。 
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Ⅲ 科学研究作品・発明工夫作品 市内展入賞者一覧（金賞・銀賞） 
 

１ 小学校の部 

（１）科学研究作品 

 はなのけんきゅう 鬼澤 紗希 宮田小 １年 

 
うっかりなつやさいしらべ 
ほったらかしやさいはこうなる 

助川 佳奈 久慈小 １年 

 はなのいろみず きれい・ふしぎ 北島 かれん 久慈小 １年 

 ３つの土のかんさつと水のしみこみ方 大内 佑真 東小沢小 ２年 

 塩の研究 塩の結晶といろいろな塩 鈴木 廉太朗 助川小 ３年 

 
がんばれ！！カマキリ 
・・・親から子に受け継がれる命（３年次）・・・ 

菅原 遥 宮田小 ３年 

 セミのぬけがらの研究３ ～幼虫って本当になかよし？～ 飯泉 虹夏 滑川小 ３年 

 食塩水からお宝発見！ ～ナンバーワン宝石はどれ？～ 中野 紫月 諏訪小 ３年 

 飛び立て!!わが家のアゲハチョウ 小島 夕依 水木小 ３年 

 
クロヤマアリ VSクロオオアリ 
（小さいアリ）（大きいアリ） 

石川 時生 田尻小 ３年 

 えき体べつれいとうせん手けん 木村 ひまり 日高小 ３年 

 
ちょっと見せて！野さいのおなか パート３ 
～でんぷんを通して野菜の栄養を調べてわかったこと～ 

川﨑 さくら 東小沢小 ３年 

 カブトムシの成長の観察 パート４ 中西 孝輔 助川小 ４年 

 水質のふしぎ 鬼澤 玲咲 宮田小 ４年 

 ヨーグルトがつかないフタを調べよう！ 林 千陽 宮田小 ４年 

 海の水には、どのくらい塩が入っているの？ 小林 優生 大沼小 ４年 

 人工南きょく石の研究 菊地 穂香 油縄子小 ４年 

 ダンゴムシのひみつ パート２ 高野 夏妃 田尻小 ４年 

 雲の研究 岡見 綾姫 助川小 ５年 

 花火の色のひみつ ～身近な物をもやしてみて～ パート２ 
吉田 優璃音 
吉田 惟緒璃 

助川小 
５年 
１年 

 マルバアサガオの花に色を付けよう（Ⅳ）～色素の行方～ 伊藤 果穂 仲町小 ５年 

 「物はどのような状態がすべりやすいのか？」 藪 莉央 諏訪小 ５年 

 発見！しょうゆと塩の関係 
野田 絢菜 
於曽能 奈緒 

大沼小 ５年 

 バナナも日焼けするかな？しないかな？～紫外線の実験～ 宗野 芽奈 大沼小 ５年 

 
そのパン、だいじょうぶ？ 
～ふくろを開けてしまったパンの保存に一番いい方法～ 

深作 薫 田尻小 ５年 
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塩を入れたら早く冷えるのか？～ヒエヒエドリンク～パート２ 
出来た！！アイスキャンディー 

朝岡 結信 田尻小 ５年 

 ダンゴムシの世界へズームイン！ 藤川 凌士 坂本小 ５年 

 色のついた影を調べる 金山 泰雅 櫛形小 ５年 

 鉄橋トラス構造の研究 門馬 優太 河原子小 ６年 

 
ぶどうの研究 パート６ 
～ぶどうの天然酵母Ⅲ～ 

新妻 誠弘 
新妻 知哉 

成沢小 
６年 
１年 

 
カラーフラワーの実験 
－いろいろな花の色の染まり方の違いについて調べたよ！－ 

本田 優花 大沼小 ６年 

 
カブトムシの研究６ 
～音楽とカブトムシの成長の関係について～ 

緑川 陽翔 
緑川 愛菜 

大沼小 
６年 
２年 

 とべ！とべ!!とべ!! パート４ ～ゴムの力で遠くまで～ 佐藤 陸人 金沢小 ６年 

 
我が家の床の間の植物工場モデル(Part１) 
－ＣＯ２添加と植物成長促進効果の観察－ 

笹俣 俊洋 田尻小 ６年 

 紫外線から身を守れ！ 
早川 桜乎 
原 純奈 

久慈小 ６年 

 
わが家の昆虫図かん パート４ 
～走光性を利用して夜の虫を見つける～ 

杉山 倫都 
杉山 凛恩 

東小沢小 
６年 
４年 

 
ピアノの仕組み Part６ 
進化の歴史 ピアニストの仕事量 

岡部 真依 
岡部 結依 

東小沢小 ６年 

 

（２）発明工夫作品 

 
ちょっとやそっとではたおれません 
（コップあんていひじおきマットかいりょうばん） 

黒澤 遼 大久保小 ２年 

 ドライヤーそうじき 関 愉々子 助川小 ３年 

 HANGER 小椋 莉子 河原子小 ３年 

 こぼれないコップスタンド 緑川 幸乃輔 中里小 ３年 

 思いやり黒板消し 清水 仁心 助川小 ４年 

 トイレらくらくくん 高橋 怜来 宮田小 ４年 

 コロコロスイスイごみばこ 市毛 琉月 水木小 ４年 

 ボール＆シューズラック 佐藤 奏太 大沼小 ４年 

 クルッと測ってチョッキン 浦野 美羽 塙山小 ４年 

 バイクルワイパー 吉田 裕紀 仲町小 ５年 

 エアーかさたてキンホルダー 横山 未來 大久保小 ５年 

 クリフクライム 瀧 椋晟 河原子小 ５年 

 
保管も装着もコレひとつ!! 
コンタクトレンズストッカー ミラー付き 

中野 心景 諏訪小 ５年 

 楽々くつぬぎ機 黒澤 慧流 水木小 ５年 

 冷めーるエアコンタオル君 長谷川 琉人 水木小 ５年 
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 お手伝い棒 菊地 啓智 塙山小 ５年 

 充電収納 芳賀 颯之介 田尻小 ５年 

 ２色使える絵筆 落合 七美 櫛形小 ５年 

 カブトムシとクワガタムシトラップ 齋藤 大毅 宮田小 ６年 

 くるりん水泳帽 荒木 りんな 河原子小 ６年 

 のびるシューズケース 佐藤 栞暖 河原子小 ６年 

 たおれないコップ 赤津 花音 大みか小 ６年 

 広範囲蚊取り線香 菅野 琉惺 大沼小 ６年 

 ペットボトル圧縮機 岡崎 櫂 大沼小 ６年 

 らくらくゴムとりかえるよ 菊地 雛子 塙山小 ６年 

 もうお薬は忘れないでね 坂爪 絢香 塙山小 ６年 

 バスタオルひっくりかえらんぼう 猿田 麻里奈 久慈小 ６年 

 油よごれ防止マット 井坂 英美里 久慈小 ６年 

 かとりせんこうおれんです 田中 健翔 櫛形小 ６年 

 防災スリッパ 沼田 泰成 櫛形小 ６年 

 

２ 中学校の部 

（１）科学研究作品 

 
太陽光エネルギーを効率よく集めよう 
～太陽光の向きを時刻で追尾するソーラー発電の研究にチャレンジ～ 

佐藤 崚晟 滑川中 １年 

 
身近なプランクトンを調べよう PartⅢ 
～淡水のプランクトンを調べよう～ 

鴨志田 直也 滑川中 １年 

 ストームグラスについて part2 和田 宗也 大久保中 １年 

 天井梁トラス構造の研究 橋本 芯 河原子中 １年 

 水の力～表面張力～ 藤田 灯樹 泉丘中 １年 

 茂宮川の楽しみ方 ～茂宮川の観察 vol.7～ 小川 蓮太郎 久慈中 １年 

 日立鶴首岬周辺の環境 
三代 そらの 
外３名 

坂本中 １年 

 トマトの糖度と水の量 黒澤 隆景 坂本中 １年 

 
ジオラマを作って災害を予測しよう－その２ 
－地震計測の仕組みの調査と測定に挑戦－ 

前野 蒼馬 
日立一高 
附属中 

１年 

 
カビを防ぐには？ 
～カビの生えない条件を見つけよう～ 

篠原 悠 助川中 ２年 

 
がんばれ！！カマキリ 
・・・親から子へ受け継がれる命（７年次）・・・ 

菅原 豊 駒王中 ２年 
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 Earth friendlyな除湿 ～そして快適を目指して～ 渡邊 泰輝 豊浦中 ２年 

 
縄文時代と現在の住居の標高差について 
～３Ｄプリンターも使ったジオラマで再現～ 

薄井 伶奈 
鈴木 さくら 

坂本中 ２年 

 カッテージチーズとカゼインプラスチック作り 
関 紗奈 
赤津 柊果 

坂本中 ２年 

 那珂川・久慈川・里川・茂宮川・鮎川の岩石調査 
木野内 咲希 
外３名 

坂本中 ２年 

 
日立市東滑川ヒカリモ公園の洞穴の水位変化と水源および地
質の研究 

廣川 智也 
外５名 

日立一高 
附属中 

３年 

 災害時に活用できるトライブリッド発電型電気自動車の作製 
倉持 岳生 
外５名 

日立一高 
附属中 

３年 
２年 

 

（２）発明工夫作品 

 すき間クリーナー 山下 逢実 助川中 １年 

 前髪カット楽々キャッチさん 大久保 花穂 滑川中 １年 

 取り外し簡単ライト付きとげぬき 塚本 侑樹 多賀中 １年 

 ぬい目そろうよ 萱場 ひな 泉丘中 １年 

 車イス用テーブル 古川 寿将 泉丘中 １年 

 針を簡単に刺せるエサ箱 大和田 彗介 日高中 １年 

 湯切りアッチノン 武笠 那皇 豊浦中 １年 

 
靴賀 乾君 折笠 廉心 坂本中 １年 

ポキッと折れにくいクレヨン 江橋 唯愛 坂本中 １年 

 フォーク洗い器 級木 晶太 多賀中 ２年 

 NO指切リング 山岡 さよ 大久保中 ２年 

 バラバラにならないくん!! 小又 巧愛 大久保中 ２年 

 ササッと早取り 保科 千夏 大久保中 ２年 

 つめトバーズ 粕谷 隆純 泉丘中 ２年 

 アイロンできるハンガー 大津 莉実子 泉丘中 ２年 

 ほこりトレ～ル 南 琴芭 泉丘中 ２年 

 教科書おさえ定規 大内 沙也花 日高中 ２年 

 ジュ☆ケンシロウ １号 井原 志桜里 豊浦中 ２年 

 コンパクトテープカッター 渡辺 圭延子 豊浦中 ２年 

 かくしティッシュバッグ 大森 瑠奈 中里中 ２年 

 

－ 6 －



Ⅳ 科学研究作品 

１ はなのけんきゅう 
 宮田小 １年 鬼澤 紗希 

１ けんきゅうのどうき 

  わたしのまわりにはいろいろなお花がさいていて，色もかたちもちがう。 
 でも，にたようなかたちの花もたくさんあったので，たくさん花をしらべて，手ざわりや大きさをくらべ

てみたいとおもいました。 
 
２ よそう 

  やさいのお花は，みにえいようをつかいそうだから，あまり大きくないとおもいます。 
 

３ かんさつしたないようとほうほう 

① みのまわりにある花をあつめて，色やかたち，手ざわりなどをかんさつし，にっきにまとめる。 

② 花のさくようすをよこからしゃしんをとって，花のさくむきのグループわけをする。 

③ 花びらのおもてとうらをけんびきょうでかんさつする。 

 

４ わかったこと・かんがえたこと 

① 花びらのかたち 
花びらがわかれているように見え，ラッパのかたちで先だけがわかれているものがおおかった。 

② 手ざわり 
花びらの手ざわりはそんなにちがいがないとおもったけど，はっぱのようにつるつるのものやざら

ざらのもの，あつみがあるものややわらかいものがあった。 
③ 花びらのいろ 

 きいろの花がおおいとおもったけど，ピンクや白もけっこうあった。しゅるいがおなじでも花のい

ろはなんしゅるいもあったので，もっと花をあつめたら，一ばんはきいろじゃないかもしれないとお

もった。 
④ 花のさくむき 

 下むき，よこむき，上むきの３グループにわかれた。ナスかのやさいの花がみんな下むきにさくこ

とがわかった。 
 

５ かんそう・つぎにかんさつしたいこと 

  木にさく花を見つけたかった。木にさく花と花だんの花とにちがいがあるのかきになった。また，はる

やふゆにさく花となつの花にちがいがあるのかきになった。 
 

【指導者の所見】 

  身の回りにあるたくさんの花について，色や形，手ざわりを細かく表や写真でまとめた研究である。身

近な野菜の花は小さい花であるのではないか，夏の花は黄色い花が多いのではないかと予想を立て研究に

臨んでいる。観察の途中で，新しく疑問を持ち，「花のさく向きにちがいはあるのだろうか。」と研究を続

けている。また，花びらの観察を通して，表と裏の手触りと色の違いに気づき顕微鏡で観察することがで

きた。木に咲く花や春・冬に咲く花との違いを知りたいなど新たな意欲が高まっている。 （松田 真也） 
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２ 塩の研究 塩の結晶といろいろな塩 

助川小 ３年 鈴木 廉太朗 

１ 研究の動機 

  結晶について関心をもち，今までに，尿素やミョウバンの結晶作りとその研究を行ってきた。 
今年度は身近な結晶として，調味料にも使用されている塩（食塩）に注目した。そして，食塩には様々

な種類があることから，自分で食塩の結晶を作り，既存の食塩の結晶と比較・観察することにした。 
２ 研究の進め方 

(1) 図書，インターネットによる食塩の調査 

(2) 食塩の結晶作り 

(3) 身の回りの食塩の観察 

３ 調べたこと 

（1）おもな食塩の作り方（資料１） 

 濃縮 → 結晶 → 加工 

(2) いろいろな塩の結晶（資料２） 

   正六面，トレミー状（ピラミッド型），フレーク状， 

球状，柱状，樹枝状，凝集状，粉砕状，粉状，顆粒状 

４ 研究した内容 

(1) 食塩とモールによる食塩の結晶作り 

   ① 予想 

   四角い結晶ができると思う。 

  ② 結果 

     サイコロ状の結晶と粒状の結晶ができた。乾燥時に茶色いさびが発生した。 

(2) 食塩または，岩塩とアルミワイヤーによる食塩の結晶作り 

  ① 予想 

    アルミがさびないことから，結晶は同じでも，きれいにできると思う。 

   ② 結果 

     食塩･･･結晶があまりつかない。モールに比べて結晶ができづらい。さびはつかなかった。 

     岩塩･･･結晶がついた。サイコロ状と棒状の結晶が観察できた。さびはつかなかった。 

５ 感想 

  ・食塩での結晶作りでは，さびが発生するためアルミなどのさびない金属で行うとよい。 
  ・結晶が観察しやすくなるように，黒い紙などに置いて観察するとよい。 
  ・食塩には様々な種類や形状があり，作り方にもいろいろな方法があることが分かった。 

 

【指導者の所見】 

  本研究は，今までの結晶作りのノウハウを生かした研究であり，実質３年目の継続研究である。結晶

に関心をもちながら，身近な物に着目し，調査・研究する視点が素晴らしい。また，実験で失敗したこ

とを生かし，条件を変えて再度実験に挑戦した研究姿勢も素晴らしい。 

本研究は，実験だけでなく，既存の食塩を集め，実際に比較・観察して食塩について探究することが

できた。今後も研究に対する視点や姿勢を大切にし，探究活動を進めてほしい。    （鐵 邦昭） 

資料１ おもな食塩の作り方 

資料２ いろいろな食塩の結晶 

－ 9 －



－ 10 －



３ 飛び立て!!わが家のアゲハチョウ 

水木小 ３年 小島 夕依 

１ 研究の動機 

１学期の理科の授業で，アゲハチョウの幼虫を育てて観察していたが，授業の中では幼虫を成虫まで

成長させることができなかった。後日，家の庭に植えてあったレモンの木の葉に，アゲハチョウの卵が

ついていたのを見つけ，今度こそ成虫まで育てたい，という思いから，飼って観察してみようと思った。 
２ 研究した内容 

(1) 本やインターネットで，アゲハチョウの一生について調べた。 

(2) 卵から成虫になるまでの間，毎日の観察記録をとった。 

(3) 幼虫の食べる葉の種類を調査した。 

(4) 食べた葉の量と体重の変化との間に関係があるかどうか調べた。 

３ 研究の結果と考察 

(1) 卵から成虫になるまで 35日間かかった。 

(2) アゲハチョウの卵は黄色で，ふ化する前は黒くなった。卵から生まれた後，卵のからを食べ，卵が

ついていた葉を食べた。 

(3) レモンの葉の他に，スダチの葉とトマトの葉を入れたところ，スダチの葉は食べたが，トマトの葉

は食べなかった。このことから，幼虫はかんきつ類の葉を好んで食べることが分かった。また，新芽

の葉の方が柔らかいため，葉のすじまでよく食べることが分かった。 

(4) 若齢（１齢～４齢）の間は，脱皮をして大きくなった。体重の変化は，食べた葉の量よりも緩やか

だった。終齢（５齢）幼虫は，食欲が旺盛で，１日に自分の体重以上の葉を食べること，特に，さな

ぎになる直前には，自分の体重の２倍の重さの葉を食べることが分かった。 

          

終齢（５齢）幼虫の観察で，葉を食べる量と体重変化の関係を記録し，表やグラフにまとめた。 

４ 反省と今後の課題 

(1) さなぎから成虫になるとき，虫かごの中に，成虫がつかまれるものがなかったので，木の枝などを

入れておけばよかった。 

(2) チョウの体のしくみや特ちょうについてくわしく調べたり，アゲハチョウ以外のチョウについても

調べたりしてみたい。 

 

【指導者の所見】 

研究の方法を自分で考え，顕微鏡，電子天秤，ビデオカメラなど，数多くの器材を使って実験の記録

を残している。卵から成虫になって飛び立つまで，幼虫および飼育箱の中の様子を注意深く観察し，野

帳や観察ノートに事細かに記録することができた。毎日の変化を休むことなく世話をする姿が，野帳や

資料から見て取ることができ，調べたいと思ったことを最後まで調べ上げる探究心が輝く作品だった。

今後の研究が楽しみである。                          （城石 隆行） 
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４ 発見！しょうゆと塩の関係 
 大沼小 ５年 野田 絢菜 

 於曽能 奈緒 

１ 研究の動機 

  しょう油をかけすぎたときに，「塩分のとりすぎだよ。」と言われ，しょう油にはどれくらいの塩

がはいっているか気になり調べてみたいと思ったから。また，しょう油の種類によって塩の量がち

がうのか，比べてみたいと思ったから。 

２ 予想 

 ・味がこくなるにつれて，塩の量も多くなると思う。 

 ・減塩と塩分ひかえめでは，どちらも同じ意味なので塩の量もほとんど変わらないと思う。 

 ・色や味が変わると塩の量も，多少変わると思う。 

３ 方法 

① しょう油 20mLを鉄製のなべに入れ，炭になって煙が出なくなるまで加熱する。しばらく置いて

冷ましてから，水を 30mLほど加えて，こげをこそげ落としてよくかき混ぜ，黒い液体にする。 

② 黒い液体をコーヒーフィルターでろ過し，ろ過した液を中火にかけて水分を蒸発させる。水分が
完全になくなる前に火をとめて，余熱で乾燥させる。なべに白っぽい粒状のものが残ったら，様

子を観察して，重さを記録する。 

４ 結果 

しょう油の種類 実験前 取り出した塩の量 実験後 

キッコーマン 

丸大豆 

・味がこく，においが強い。 

・色は黒っぽい茶色で他のしょう油と

比べて色がこい。 

１．５ｇ ・茶色で土みたいな色をしている。 

・豆のにおいがすごく強い。 

・ボソボソしている。 

ヤマサ丸大豆 ・味は赤っぽい茶色でこい。 

・においは豆っぽく，強い。 

１．３ｇ ・白色で，サラサラしている。 

・豆のにおいがする。 

キッコーマン 

塩分ひかえめ 

・においは豆っぽく，明るい茶色。 

・塩分ひかえめにしては，しょっぱい。 

０．９ｇ ・サラサラしている。 

・色はおうど色で豆のにおいがする。 

キッコーマン 

減塩 

・味とにおいが香ばしい。 

・減塩の中では，色がこい。 

①０．７ｇ ・おうど色で，サラサラしている。 

②０．８ｇ ・少し黄色いおうど色で，サラサラしている。 

ヤマサ減塩 ・さしみしょう油みたいなにおいと味。 

・赤っぽい茶色で，減塩しょう油の中

では，色はうすい。 

０．５ｇ ・黒っぽい茶色でしょっぱい。 

・ボソボソしていて，かたまりになっている。 

５ 考察 

 ・減塩と塩分ひかえめは名前の通り塩が少なく，二つを比べると，減塩のほうが量は少なかった。 

 ・色がこいほうが，つぶが大きく，かたまっている。それに比べて，色がうすいほうがかたまりが

なくサラサラしている。色の白い塩は塩の味がして，茶色の塩はみその味がした。この結果か

ら，しょうゆとみその共通の成分の大豆が関係していると考えられる。 

・同じ種類でも，メーカーによって塩の量がちがうことがわかった。また，同じしょう油でも熱し

た時間によって，色と量がちがう。色がこいほうが重いので，塩以外の成分が残っていると考え

られる。 

６ 感想と今後の課題 

・しょう油から取りだした塩は，色や味，量が種類によってちがうことがわかりおどろいた。 

・塩の色が茶色になってしまい，じょきょしきれなかったことがわかったので，きれいにじょきょ

して白い塩にしたい。 

・種類によって塩の量がちがったので，これからは身体のためにも塩分が少ないしょう油を使った

方がよいと思った。 

【指導者の所見】 

  身近な食品である「しょう油」の塩の量に興味をもち，研究を行ったものである。減塩と塩分ひ

かえめでは違いがでるのか，また，メーカーによっても塩の量が違うのかなどを比較して調べるこ

とができた。出てきた塩について，色，手触り，粒の大きさや味など様々な視点で観察している。

また，味の違いからしょう油と味噌の共通点にも気付くことができた。もっときれいな塩を取り出

したいという意欲をもっているため，今後の研究に期待したい。         （榊 美紀） 
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５ 色のついた影を調べる 

櫛形小 ５年 金山 泰雅 

１ 研究の動機 

  夜の日立シビックセンター前の新都市広場で見たカラフルな影に興味をもち，いろいろな色のライ

トから出る光と影との関係を調べてみようと思った。 

 

２ 調べたこと 

 （1）カラーフィルムのついたライトを１色ずつ当てて影を調べる。 

（2）カラーフィルムのついたライトを２色ずつ当てて影を調べる。 

（3）カラーフィルムのついたライトを３色同時に当てて影を調べる。 

（4）カラーフィルムの色の濃さや組み合わせを変え，新都市広場で見た影を再現する。 

 

３ 方法 

・ 白い紙の上に消しゴムを置き，LEDライトを当てる。 

・ LEDライトは３個並べ，ライトの前にカラーフィルム（青・緑・赤）を置く。 

・ ライトをつける個数やカラーフィルムの組み合わせでできた影の色の違いを 

調べる。 

 

４ 結果 

 （1）カラーフィルムのついたライトを１色ずつ当てると，影の色は黒だった。 

（2）カラーフィルムのついたライトを２色ずつ当てると，影の色は黒を含めて 3色だった。 

（3）カラーフィルムのついたライトを３色同時に当てると，影の色は黒を含めて 6色だった。 

（4）カラーフィルムの色を薄くして組み合わせると，新都市広場で見た影に近い色になった。 

 

５ 考察 

・ 最低３色の光があると，影どうしが重なるところに新しい色ができて， 

たくさんの色のついた影ができることが分かった。 

・ 青・緑・赤以外の３色でも，６色の影ができることが分かった。 

 

６ 感想と今後の課題 

普段目にする黒い影ではない，様々な色つきの影を自分で作ることができて面白かった。今回は紙

も消しゴムも白いもので実験したが，これらが別の色の場合，影はどんな色になるのか調べてみたい。 

 

【指導者の所見】 
  日立シビックセンター前の新都市広場で見たカラフルな影に興味を持ち，いろいろな色の光と影と

の関係を調べてみようと思った。そこで，家の中でも実験できるように，小さな LEDライトとカラー

フィルム，そして消しゴムで光と影を再現し，写真におさめ，きれいに整理しまとめることができた。

今後は，ライトの台数を増やしたり，カラーフィルムの色の組み合わせを変えたりして，いろいろな

光と影の不思議を探っていってもらいたい。                  （宇佐美 志子） 

新都市広場の色のついた影 

３色のライトの影 

１色のライトの影 

２色のライトの影 
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６ 我が家の床の間の植物工場モデル（Part１） 
   ―CO2添加と植物成長促進効果の観察―   

田尻小 ６年 笹俣 俊洋 

１ 研究の動機 

  最近，テレビなどで地球温暖化，環境問題が取り上げられるようになり，将来のエネルギー不足や食

糧不足が問題になるといわれている。これまでの経験を生かし，今年は本格的に植物育成の研究をして

みたいと思い，日立理科クラブの自由研究プログラムに参加することにした。 
２ 研究した内容 

  基礎技術学習の中で，「植物工場」に注目した。エレクトロニクス技術を導入し，無農薬，無菌，有効

成分の増加などが可能となり，すでに実用化されて葉物野菜が店頭に並ぶようになっている。そこで，

植物の成長の基本や「植物工場」の基本技術を経験してみたいと思い，実験を行った。実験の過程で，

特に CO2添加による植物の成長促進効果について注目していくことにした。 

 

３ 研究の実際 

 a  小松菜の発芽，苗の育成では，種をまく土壌を工夫し，スポンジとバーミキュライトで苗作りが出

来ることが分かった。また，発芽後，もやし状に育った小松菜に白 

色 LEDライトで光をあてると健全に育つことがわかった。 

b   水耕栽培での LED光色の効果では，青，白，緑，赤の４色の光を 

照射し，外観や重量を元に成長に適した光色を探った。結果から 

植物の光合成にせまり，単色では十分な成長の力にならないこと 

をつかみ，実際の植物工場の情報から考察を加えた。 

c   光の有無による CO2濃度の変化では，暗いと CO2濃度が増加する 

ことから，光合成の仕組みにせまり，環境問題への関心をもった。 

d   水耕栽培での CO2添加による育成促進効果の確認では，CO2の添 

 加間隔を工夫することにより CO2無添加欠乏状態を短くし，光合 

成が阻害されることを防ぐ実験も行った。効果が確認され，育成期間が短くなるという結果も得た。

実験では，CO2の壁や機材への吸収も考えられるという課題も残った。 

それぞれの成長を，乾燥重量で比較するなどの工夫をした。さらに，葉の気孔の顕微鏡観察も行い，

光合成の様子を観察した。実験の結果，植物の育成には，光，水，CO2の関わりが重要であることを

理解することができた。 

４ 今後の課題 

  今後は，植物育成の条件をさらに勉強していきたいと思う。例えば，スポンジの素材（密度），照明の

差，湿度のコントロールを簡易に実験できる方法などを研究してみたい。このような実験が実際の植物

育成に利用できるようにしたい。 
 
【指導者の所見】 

  これまでも夏休みの科学研究に取り組むなど，科学的な事象に関心を持ち続けていたことが今回の研

究のきっかけとなった。また，「日立理科クラブ」の門をたたいたことで，より深い研究ができる環境を

整えることに繋がったと考える。今年度の研究を受けて，来年度の構想も生まれており，今後が楽しみ

である。最後に，日立理科クラブでご指導をいただいた三村先生に感謝を申し上げたい。（牛坂恵理子） 

 

 
 

LED光色の効果実験 

CO2添加による育成効果実験 
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７ カブトムシの研究 ６  
～音楽とカブトムシの成長の関係について～ 

大沼小  ６年 緑川 陽翔 

２年 緑川 愛菜 

１ 研究の動機 

  カブトムシの研究の６年目であり，今年は，音がカブトムシの成長にどう影響するのかについて

調べてみようと思った。胎教に音楽が良いという話などから，カブトムシの成長や性格について変

化が生じるのではないかと考えた。 

２ 予想 

 ・ゆったりとした音楽を聞かせた幼虫は動きがゆっくりになり，テンポの良い音楽を聞かせた幼虫

は動きが速くなると思う。 

・UV(紫外線)をあてると反応が速くなると思う。 

３ 方法 

（１）家で育てたカブトムシの幼虫と野生で育ったカブトムシの幼虫に音楽を聴かせて違いをみる。 

（２）LEDの光を使い，幼虫の頭やお腹，背中に光を当てて違いをみる。 

（３）成虫になった家カブトムシと野生カブトムシ，自然から捕まえてきたカブトムシで棒渡りをし

て違いをみる。 

（４）家カブトムシと野生カブトムシ，自然カブトムシは音楽を好むのかどうかを調べる。 

（５）家カブトムシと野生カブトムシ，自然カブトムシは LEDのどの光を好むのかを調べる。 

（６）家カブトムシと野生カブトムシ，自然カブトムシは光と音楽のどちらを好むのか調べる。 

４ 結果 

（１）クラリネットを聴かせたカブトムシよりも，交響曲を聴かせたカブトムシの方が動きは速くな

った。 

（２）「交響曲」を聴かせたカブトムシの方が速く土の中にもぐっていた。 

（３）「交響曲」を聴かせたカブトムシの方が速く木の棒を登り終えた。 

（４）音楽の方に向かっていくカブトムシが 62.5％だった。自然カブトムシは他に比べあまり音楽を                           

好まない。 

（５）どのカブトムシも UVと青色の LEDに向かっていくことが多かった。 

（６）UVと音楽では UVのほうに向かうカブトムシが多かった。 

５ 考察 

  幼虫の時から音楽を聴かせていると，成虫になったときにも影響があることがわかった。テンポ

の速い曲を聴かせると，幼虫の時から動きがだんだん速くなり，テンポの遅い曲を聴かせると動き

も遅くなることがわかった。その傾向は，成虫になってからも受け継がれていくことがわかった。 

しかし，カブトムシにとって LEDの UVは魅力が大きく，音楽で UVに勝てるのは交響曲のみであ

った。このことから，音楽はカブトムシの成長に影響を与え，なかでも交響曲を聴かせたときが一

番影響を与えることがわかった。 

また，カブトムシは LEDにとても興味を示すことがわかった。これが農業の分野の害虫駆除でも

実験されていることがわかった。 

６ 感想と今後の課題 

・音楽がカブトムシの成長にどんな影響を与えるのか，様々な音楽を聴かせて調べていきたい。 

・カブトムシだけでなく，他の昆虫にも音楽は影響を与えるのか調べたい。 

・自分たちの研究が害虫駆除などの実用的なことに広がるよう，深く研究をしていきたい。 

・今年もカブトムシが卵を産んだので，また大切に育て，新たな課題に向けて研究を続けていきた

い。 

【指導者の所見】 

カブトムシの研究の６年目であり，卵から大切に育てたカブトムシで継続して実験を行ってい

る。今回は，カブトムシへの音楽の影響を調べるという目的であったが，幼虫の段階から音楽を聴

かせたり，音楽と LEDとの影響の違いを調べたりするなど，様々なアプローチをして実験をしてい

る点が素晴らしい。音楽や LEDの研究から農業や害虫駆除などにも視点が広がっているため，今後

も研究にも大いに期待したい。                        （榊 美紀） 
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８ ストームグラスについて part2 

大久保中 １年 和田 宗也 

１ 研究の動機 

昨年，天候が予測できるストームグラスのことを知り，興味をもったので，自分でストームグラスを

作成し，夏休みの間観察してみた。しかし，気温が高いため上手く天候を予測することができなった。

そこで今回は市販のストームグラスを購入し，引き続き観察を行い，本当に天候が予測できるのか調べ

てみたいと思い，研究を行うことにした。 

 

２ 研究した内容 

昨年の２学期から継続してストームグラスの観察を行い，９月から翌年３月までの７ヵ月間，ストー

ムグラスの観察を行うことで，天候を予測することが可能かどうか調べることにした。観察方法は，毎

日夜９時頃，温度・湿度・ストームグラスの様子から明日の天気を予想し，実際の次の朝の天気がどう

だったかを記録した。観察記録と天気が当たった確率を表にまとめ，その結果をもとに考察を行った。 

 

３ 結果 

ストームグラスの観察結果を表にまとめ，予測から天気が当たった確率を求めると，以下のことが分

かった。①月によってばらつきがあるが，晴れの予想が当たった確率は高かった。②雨，台風，強風，

雪のときは，ストームグラスの結晶の変化が激しく，予想が外れる時もあった。③１１月から２月は，

常に結晶の量が多く，結晶が常に多い状態だと，結晶の変化から天気を予想するのが難しかった。 

 

４ 考察 

今回の研究結果から，天候に関わらず気温が低下してくると，常に結晶化することが分かった。結晶

には大きく気温が関係していると思った。また，気温・湿度・天気が，ストームグラスにどうのように

影響して，化学変化を起こしているのか分からないが，雨や台風や雪など天気が大きく崩れる時は，ス

トームグラスの結晶に大きな変化が見られることが分かった。しかし，必ず予想が当たるとは言えず，

正確さに欠けると思った。 

 

５ 反省と今後の課題 

今回の研究では，室内でストームグラスの結晶の変化から天気を予想し，当たるのかを研究した。ネ

ットで調べた結果を，実際のストームグラスに当てはめて見極めるのが難しかったので，よい予測がで

きたか疑問が残る。また，室内での観察は，冷暖房器具の影響を受けやすく，外界との違いはが大きく

あると思うので，次回は実際の天気に関わる環境下でストームグラスの観察をしてみたいと思った。 

 

【指導者の所見】 

昨年の研究を参考にし，長期間研究を実施しており，データの量がとても多く，そのデータをもとに

研究を行っていて，大変素晴らしい。研究結果にあるように，予想から天気が当たった確率をみると全

体で４７％であるが，今後の課題にあるように屋外で，さらにデータを蓄積していくことでより精度の

高い予測が可能になると考えられる。                      （大竹 聡史） 
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９ 茂宮川の楽しみ方 ～茂宮川の観察 vol.7～ 

久慈中 １年 小川 蓮太郎 

 

１ 研究の動機 

  茂宮川河口では，干潮になると干潟が干出する。岩場エリア，砂地エリア，陸地側にはアシが生い茂

る塩生湿地もあり，泥干潟も見られる。そこにはそれぞれの場所の環境に合った生物が暮らし，さまざ

まな自然の風景が観察できる。毎年観察していると，その年により増えている生物，減っている生物が

確認できる。生物の個体数の変化は，環境の変化を表していると思う。今年は，護岸工事が落ち着いて

２年目にあたる。生息する生物にどのような変化があったのか知りたいと思い研究した。 
 
２ 研究した内容 

場所：茂宮川河口（新茂宮橋～茂宮新橋付近） 

日時：第１回 2019年 7月 21日 9:00～12:00 中潮（干潮 11:59） 

     第２回 2019年 8月 14日 8:00～11:00 大潮（干潮 9:31） 

調査内容：生息する生物の観察や貝類の採集及び写真の撮影を行った。 

 

３ 結果 

  茂宮川の観察で生息が確認された生物 

［貝の仲間］ダンベイキサゴ，バテイラ，イシダタミガイ，レイシガイ，タマキビガイなど 21種類 

［カニの仲間］イソガニ，コメツキガニ，アシハラガニ，ミナミスナガニ，モクズガニなど 9種類 

［その他の生物］タテスジホオズキガイ，スジエビ，ユビナガホンヤドカリ，ハゼなど 
 

４ 考察 

  護岸工事の影響で，アシ原が少なくなっていることから，アシハラガニの生息域が以前より上流側に

寄っている。特にダンベイキサゴが目についた。２～３年前には生まれていたものと思われる。干潟の

堆積の様子に変化が見られていたことから，底質も以前と違っていたと予測する。河口側の岩場エリア

ではイソガニの数が去年同様減少している。以前は岩場の周りに粘土質の堆積物が多く，巣穴があった

が，堆積物が減ったため，巣穴も減り，イソガニが減少したのかもしれない。茂宮新橋下では，ヤマト

オサガニやチゴガニなどが観察できた。岩場，砂地，泥地エリアでのカニなどの生物は去年から大きく

は変わらず，護岸工事が一段落し，流れや堆積の仕方がある程度落ち着いたのではないかと思われる。 

 

５ まとめ 

  茂宮川では，護岸工事による変化が堆積物（堆積域）などに影響を与え，生き物の分布が変化してき

た。しかし，今年は以前と比べ，生き物の分布に変化が少なかった。環境が安定してきたと考えられる。 

 

【指導者の所見】 

  ７年間に渡り，茂宮川の生物の生息状況や，環境の変化について熱心に研究した。貝やカニの仲間な

どの生物を詳細に観察し，生息状況を調べた。これまで継続して観察してきた生物の種類や生息場所の

変化を，環境の変化と関連づけて，科学的な視点から考察している。         （塩幡 毅） 
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10 カッテージチーズとカゼインプラスチック作り
坂本中 ２年 関 紗奈 赤津 柊果

１ 研究の動機

牛乳に酸性のものを入れると，カッテージチーズができることを知り，どのくらいの割合で作れ

るのか挑戦したいと思った。また，応用研究としてカゼインプラスチックを製作できることを知り

調べて見た。

２ 調べたこと

（１）牛乳の温度が何度のときに，カッテージチーズができやすいのか調べる。

（２）カゼインプラスチックを微生物のいる土の中に入れたときの変化を調べる。

３ 予想

（１）牛乳の加熱温度は，１００℃ではなく，８０℃ぐらいが適温だろう。

（２）カゼインプラスチックが環境にやさしいものであれば良いと考えた。

（３）微生物のいる土の中で分解できるものになるように工夫しようと考えた。

４ 結果

（１）酸性のもの：グレープフルーツ果汁（ｐＨ６）が１番，カッテージチ－ズを作ることがで

きた。どれもカッテージチーズを作ることができた。

〈 実験１〉 カッテージチ－ズを作るために牛乳５００ｍｌとレモン果汁１００ｍｌで実験し

た。カッテージチーズのかたまりは１２３ｇできた。自然乾燥では，５日目には，水分が抜け，

７ｇになったがカビが発生した。（対照実験として，土の中で分解されるか実験に使用した。

分解された。）カゼインプラスチックは，電子レンジで数秒ずつ加熱をくり返したが焦げた。

５ 結果から分かったこと

カッテージチーズ作りのコツをつかむと，ゆっくりとかくはんさせると，カッテージチーズを

作ることができる。カゼインプラスチックのために水分をとるのは，難しい。土に入れたものが

分解されたことは，プラスチックになっていないということだ。

６ 反省と今後の課題

生分解性プラスチックのように環境に優しいものになればよいと考え，カゼインプラスチック

作りを行ったが，十分な結果ではないので研究を継続したい。

【指導者の所見】

２人の研究姿勢は素晴らしく，それぞれが野張に実験の過程を分かりやすく整理し，状態や温度

変化など詳細に記録した。写真のデータをまとめ分析に活用できた。ポスターは，取り組みの過程

や結果が分かりやすく，見栄えを計算して写真・文章等でまとめた。 （成田 ひとみ）
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11 日立市東滑川ヒカリモ公園の洞穴の水位変化と水源および地質の研究     

茨城県立日立第一高等学校附属中学校 ３年 廣川 智也   増田 青葉   野末 あかり 

横田  凌   木幡 奏海   堤     廉 

１ 研究の動機 

東滑川ヒカリモ公園には，複数の洞穴がある。洞穴には水が溜まっている。その水面にヒカリモが生

息し，黄金色の膜が観察できる。日立一高生物部の研究によると，降水量が少ない時期に洞穴の干上が

りが観測された。ヒカリモが生息する条件として水が挙げられる。公園は，海岸沿いの高台にあるため，

洞穴周辺には川は無く，水が湧いている様子もない。洞穴の水位（本研究においては，洞穴の底から水

面までの高さを「水位」とする）は，降水量に影響を受けているのだろうか。ヒカリモを守るためにも

洞穴への水の供給源（水源）を探ることは重要と考え，この研究を始めた。 
 

２ 研究の進め方 

（１）洞穴の水源は降水のみか，データ解析と統計学から解明する。 
① 東滑川ヒカリモ公園の洞穴９箇所の水位をほぼ１週間毎に調査する。（測定） 
② 日立市気象台の降水量データと洞穴の水位の関係を調べる。（データ解析） 
ａ．観察日間平均降水量のグラフと観察日毎の水位のグラフを比較する。 
ｂ．洞穴の水位と観察日間平均降水量の関係を考察する。 
ｃ．観察日間平均水位差と観察日間平均降水量の関係を考察する。 
ｄ．ｃにおける線型近似曲線と決定係数Ｒ２の考察をする。 

（２）洞穴がつくられている地質を調べる。 
① 公園の岩体を水に浸して観察する。（観察実験） 
② 公園の岩体と腐葉土の水の吸水量を測定し，含水率を計算する。（実験） 
③ 公園の岩体と鹿沼土を構成する物質を双眼実体顕微鏡で観察し，比較する。（観察実験） 
④ 公園の岩体で洞穴モデルをつくり，水の浸み込み実験をする。（実験） 
 

３ 実験方法 

（１）洞穴の水源は降水のみか，データ解析と統計学から解明する。（※以後，顕著な｢入口３｣のみ記述） 

① 東滑川ヒカリモ公園の洞穴９箇所の水位をほぼ１週間毎に調査する。 

公園の洞穴９箇所を観察する【ポスター図３】。水位の測定は，折尺を用いて行った（図１）。 

② 日立市気象台の降水量データと洞穴の水位の関係を調べる。 

ａ．観察日間平均降水量のグラフと観察日毎の水位のグラフを比較する。 

日立市の降水量のデータをインターネットからダウンロードし，観察期間の降水量のグラフを

作成する。その後，観察日間平均降水量のグラフをつくる。 

ｄ．ｃにおける線型近似曲線と決定係数Ｒ２（１に近いほど信頼度が高い）の考察をする。 

線形近似曲線… エクセルが点の状況から最適を考え，描いた直線。 

決定係数Ｒ２ … エクセルが線形近似曲線をもとに，ｘから真のｙを求め，実測値ｙ’との差

から求めた，線形近似曲線の精度のようなもの。０から１までの値をとり１に

近いほど式が実際のデータに当てはまっていることを表す。 
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図１．各洞穴の水位の測定方法 

場所 断面図 測定方法 折尺の使用方法 

入口３ 

   
図２．日立市気象台における降水量データ 

日毎の降水量のグラフ 観察日間平均降水量 

  

（２）洞穴がつくられている地質を調べる。 

 公園の岩体と腐葉土の水の吸水量を測定し，含水率を計算する。 

図３．実験装置と含水率の計算式 

２Lのペットボトルを半分に切り，注ぎ口の裏側に不織布を貼る。実験装置に土

等を入れ，70℃の乾燥機で十分に乾燥後，質量を計る。その後，実験装置に水を

ゆっくり流し込み，土等に水を十分含ませ，余分な水を切り，再び質量を計る。

この操作を３回繰り返し平均の吸水量と含水率を求める。 

※分数における分子は，土等に吸収された水の量（土等の吸水量）になる。 

 

４ 結果と考察 【※「→」は，ポスターの記載箇所】 

（１）洞穴の水源は降水のみか，データ解析と統計学から解明する。 

① 東滑川ヒカリモ公園の洞穴９箇所の水位をほぼ１週間毎に調査する。【→３（１）】 

   各洞穴の水位は，観察日毎に大きく変化していた。よって，洞穴の水源は降水と考える。湧水な

らば，地下水から水が供給されるから，水位は安定するはずである。降水の場合は，降水があると

きに水位が上昇し，降水がないときは蒸発により水位が低下するため，水位は変動する。 

② 日立市気象台の降水量データと洞穴の水位の関係を調べる。 

 ａ．観察日間平均降水量のグラフと観察日毎の水位のグラフを比較する。【→３（２）①】 

    水位変化のピークと観察日間平均降水量の多いときと少ないときは傾向が似ていた。これから

も，洞穴の水源は降水と考える。 
ｂ．洞穴の水位と観察日間平均降水量の関係を考察する。 

 決定係数Ｒ２は，ほとんどが 0.3以下であり，信頼性はないと考える。 

ｃ．観察日間平均水位差と観察日間平均降水量の関係を考察する。【→３（２）②】 

縦軸を観察日間平均水位差とすることで，関係性があるように見える。入口３においては，決

定係数は約 0.5と今までで一番高い値を示した。 

ｄ．ｃにおける線型近似曲線と決定係数Ｒ２の考察をする。 

表 1．入口 3の線形近似曲線の解析 

式  y = 1.233x - 4.4627     直線の方程式： y =  a x + b 

a（傾き） 1.233 1mmの降水量によって洞穴は約 1.2mm水位が上昇する。 
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b（y切片） 4.4627 降水がないと一日に約 4.5mm水位が下がる。 

a:b 約 1：4 一日平均 4mm以上の降水がないと水位は維持できない。 

（２）洞穴がつくられている地質を調べる。 

  ① 公園の岩体を水に浸して観察する。【→３（３）①】 

公園の岩体を，水を入れたビーカーに沈めると激しく連続的に気泡が出た。勢いよく水を吸収し

ているためと考える。また，岩体には細かな空間があると考える。 
② 公園の岩体と腐葉土の水の吸水量を測定し，含水率を計算する。【→３（３）②】 

公園の岩体の含水率は，白いもの，黒いものそれ 40.4％と 39.8％と高い値を示した。公園の岩体

はよく水を浸み込ませる性質があると考える。また，公園の岩体の構造は，水がとどまることがで

きるような粒子間の空間が広すぎず狭すぎずの構造と考える。 
  ③ 公園の岩体と鹿沼土を構成する物質を双眼実体顕微鏡で観察し，比較する。 

    公園の岩体は，鹿沼土と同じく，火山ガラスが確認できた。よって，性質は，鹿沼土と同じく，

水はけと水持ちがよいと言える。 
図 16．公園の岩体と鹿沼土の観察による比較 

実

体

顕

微

鏡 

４

倍 

公園の岩体 鹿沼土 

  

 ④ 公園の岩体で洞穴モデルをつくり，水の浸み込み実験をする。【→３（３）③】 

洞穴に水が溜まる仕組みを次のように考えた。降水により，公園の岩体に水が浸み込む。それによ

り，岩体全体に水が浸み込む。さらに下の方は水がたくさん溜まり，岩体で飽和状態を超えた水が，洞

穴内に浸み出してくる。ある程度，水は保持されるが，降水がないと下に抜けていってしまう。 

 

５ まとめ 

東滑川ヒカリモ公園の洞穴の水源は降水であることを明らかにできた。また，岩体は水を浸み込ませ

る性質を持ち，それにより洞穴に水がたまっていることが分かった。 

 

６ 今後の課題 

洞穴の水源は，降水に依存していることが分かった。そのため，東滑川ヒカリモ公園において，恒久

的に洞穴の水面でヒカリモの黄金膜を見るためには，水が抜けにくい（蒸発や排水しにくい）環境を考

えることが必要である。公園の保水力を高めるため，植物の管理等も必要と考える。 

 

【指導者の所見】 

 本研究は，昨年度からの継続研究になる。１年目は，洞穴内の水位の測定と降水量の比較を行い，洞穴

の水位変化は降水の影響を受ける傾向があることをつかんだ。今年度は，「本当に洞穴の水の水源は降水の

みなのか？」を証明する方法やそのための実験方法を，生徒達が考え，研究を進めた。洞穴の水位変化と

降水量の相関関係は，エクセルの機能を活用した。内容は高校で学習する範囲だが，生徒は楽しく内容を

理解した。生徒は，結果に現れる数字や現象の意味を考え，正確さを必要とするものと現象が見えればよ

いもの，精度を必要とする実験と楽しむ実験に分けて研究していた。          （照沼 芳彦） 

火山ガラス 火山ガラス 
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Ⅴ 発明工夫作品

１ HANGER
河原子小 ３年 小椋 莉子

１ 作品の構図

ハンガーにつけた磁石の拡大図 フック部分の球体の綿

全体図

２ 考えついた動機

どの家庭にもよくある針金製のハンガーだが，収納しておくと絡まりやすく，いざ使おうという

ときになかなか取り出せず，時間がかかってしまうことがある。そのため磁石の性質を利用して，

きれいに収納できるハンガーを制作しようと考えた。

３ 作品の特徴と工夫

ハンガーに磁石と球体の綿を取り付けて制作した。家庭にあるものだけで作り上げた点が特徴的

である。磁石はマスキングテープで取り付け，球体の綿はカラフルなものを選択し，味気ないハン

ガーをかわいらしくしたことにより，日常生活で使いたくなるような工夫がしてある。

４ 使用方法と効果

両サイドに磁石がついているため，使っていないハンガーをまとめておくときに，ただ近くに寄

せるだけできちんと整頓された状態になる。また，ハンガーの取っ手の部分には球体の綿を取り付

け，一定の間隔が保たれるようにしたため，使用する際にも簡単に指が入り取り出しやすい。

【指導者の所見】

クリーニング店などで貰うハンガーを，収納しやすく使い勝手の良いものに生まれ変わらせるこ

とで，再利用にもつながる，物を大切にしたいという気持ちが伝わる作品である。

マスキングテープや磁石など，家庭にある材料だけで作り出したという点が，この作品の良さで

もある。また，見た目にもこだわり，実生活で使いたくなるような工夫をしているところも魅力で

ある。 （塩野 桃子）
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２ 楽々くつぬぎ機 

水木小 ５年 黒澤 慧流 

 
１ 作品の構図 

    
          全体図              かかとの部分に靴をはめこんで， 

                          かかとを上げるようにしてくつを脱ぐ。 

 

２ 考えついた動機 

雨にぬれたときや，脱ぎにくい靴など，靴が脱ぎづらいときでも，簡単に靴を脱げるようにならない

かと考えて製作した。 

 

３ 作品の特徴と工夫 

靴を脱ぐところは，木の板をハの字に組み，ハの字の内側にゴムの板をはりつけた。木の板がハの字

になっていることで，どんな大きさ・種類の靴でも簡単に脱げるようになっている。 
靴を脱ぐところに青で靴のマークを付けることで，靴の置き方が見てよく分かるようにした。 
底（地面とふれる部分）が，木の板１枚のみだったので，装置が滑るのを防ぐために，底にもゴムの

板をはりつけ，滑りにくくした。 
 
４ 使用方法と効果 

ハの字に組んだ木の板のゴム板に，靴のかかとをはめ込み，足をかかとから上げるようにして靴を脱

ぐ。このとき，靴のかかとと，この装置に張り付けたゴム板との間に強い摩擦が生じ，靴が動きにくく

なる。これによって，靴を簡単に脱ぐことができるようになる。片方の靴を脱ぐときも，もう一方の靴

を固定することで，体のバランスも安定する。 
 

【指導者の所見】 

雨や水作業などで，靴や靴下が濡れた状況は，荷物を置いて，座って，足を伸ばして，など，どうし

ても余計な手間や時間がかかってしまい，誰にとっても大変さを感じるものである。ゴムによる摩擦の

知恵を靴脱ぎに応用した，意外性が光る作品である。また，木の板をハの字にすることで，より多くの

人が多くの場面で使えるようになっている。学校でも試してみたが，特に，長靴が立ったままでも簡単

に脱ぐことができた。作業のときでも笑顔になれる，頼もしい助っ人のような作品である。（関山 徹） 
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３ らくらくゴムとりかえるよ 

塙山小 ６年 菊地 雛子 

 

１ 作品の構図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体図                       拡大図 

 

２ 考えついた動機 

  安全帽子のゴムが伸びたときにはゴムの交換が必要である。ゴムを交換する時，ふとお母さんが「ゴ

ムを何回も付け替えるのが大変だ」と言っていることが気にかかった。お母さんの負担を軽くするため

にも，自分でできるようにするためにも，どうにかして簡単にできる構造にはならないかと思った。 

 

３ 作品の特徴と効果 

  一度に数本のゴムを取り付け，予備の部分を頭上でまとめておくことでゴムをコンパクトにまとめ，

必要な時には簡単にゴムを取り替えることができるようにした。交換のたびにいちいちゴムの長さを 

測ったり，切ったりしなくていいので帽子のゴムを替える手間が大幅に省ける。 

帽子をかぶってみても，違和感はないし見た目に不自然でなくかぶることができる。 

 

４ 使用方法と効果 

 ゴムが伸びたら古いゴムを縫ったところから切って，頭上に取り付けた新しいゴムを１本出すことで

交換完了となる。数本が予備として取り付けてあるので，数回分のゴム交換が簡単にできる。 

 

【指導者の所見】 

 身近な生活の中から，課題を発見し解決しようと考えた発想がすばらしい。シンプルな構造ながら，

自分でゴムが交換できる工夫がなされている。お母さんのつぶやきを拾い，それをみごとに解決しよう

とし，解消できた作品である。構造としては，安全帽子の裏，頭上部分に複数のゴムを予備として取り

付けるというもので使用時も違和感ないものになっている。開発した本人だけではなく，他の児童及び

保護者の皆さんにも活用できるアイデアがつまった作品となった。         （渡辺 昌子） 
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４ 作品名 アイロンできるハンガー 

泉丘中 ２年 大津 莉実子 

 

１ 作品の構図 

 

 
         全体図                    折りたたんだ様子 

 

２ 考えついた動機 

    普段の生活の中で，ブラウスを洗って干すときに，アイロン台を出して動かしながらアイロンがけを

するのが面倒だったため，もっと楽な方法はないかと考えたことがきっかけ。 

 

３ 作品の特徴と工夫 

    段ボールを芯にして，紙で凸凹をなくし，上から布をはったことによりアイロンをかけても焦げない

ようにした。段ボールの折り目でたためるように袖の所に折り目が来るようにした。 

 

４ 使用方法と効果 

洗濯した服を掛けて干し，アイロンをかける。使い終わったらたたむ。 

 

【指導者の所見】 

  利点 ① 重いアイロン台を持ち運ばなくても，手軽にアイロンができるように工夫がされている点。             

②  服をたたむところまでがこの作品でできる点。 

生活の中で日頃からアイロンがけや洋服たたみを行っているからこそ出てきた発想である。 

家事を時短して時間を有効に使いたいというたくさんの人から支持を受ける作品であった。 

(粕谷 謙太） 

－ 34 －



作品紹介コメント 

５ 作品名 ジュ☆ケンシロウ １号 

豊浦中 ２年 井原 志桜里 

 
１ 作品の構図 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

            全体図                   使い方 

 

２ 考えついた動機 

  勉強をしなければならないが，眠くなってしまう。眠くならない方法がないかを考えていたとき，  

足元に置いていた足ツボマッサージを見て，「これが背中にあれば…」とひらめき，製作に至った。 

 

３ 作品の特徴と工夫 

 ・金具の部分を椅子に引っかけるだけなので，装着が簡単である。 
 ・軽量で持ち運びが可能なので，いつでもどこでも使用することができる。 
 ・椅子から落ちないように，金具の部分にすべり止めのシートを貼り付けた。 
 ・テスト前や受験のときなど，勉強に集中したいときに，眠気に打ち勝つことができる。 
 
４ 使用方法と効果 

 ・椅子の背もたれに「ジュ☆ケンシロウ１号」を引っかける。 
 ・椅子に座る。 
 ・勉強等をしているとき，眠くなってウトウトしてしまっても，後ろの背もたれによりかかった瞬間 
  に「ジュ☆ケンシロウ１号」のツボが背中を刺激するので，すぐに目が覚める。 
 ・背中に「ジュ☆ケンシロウ１号」があることで，勉強に集中することができる。 
 

【指導者の所見】 

 ・発想，着眼点，ネーミングがすばらしい。 
 ・素材は簡単に用意できるものなので，誰でも作ることができる。 
 ・ツボの一つ一つから丁寧に，丈夫に作られており完成度が高い。 
 ・実際に使用してみて，背中への刺激がちょうどよい。 
                                         （畠山 美穂） 

写真 写真 

「ジュ☆ケンシロウ」に寄りかかろう
ものならば，たちまち夢の世界から現
実の世界へと引き戻される(-_-； 
あたたたたたた  おわった－!! 
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Ⅵ 編集後記  

 
2019 年 10 月，旭化成の吉野彰さんが，リチウムイオン電池の開発の功績が認めら

れ，ノーベル化学賞を受賞しました。リチウムイオン電池は，ノートパソコンやスマ

ートフォンを始め，ほとんどの携帯機器に使われ，世界中で，小型・軽量・高容量と

いう，二次電池のニーズを形にすることができました。今後も，重要なインフラの一

端を担うのではないかと期待が集まっています。一方で，12 月には，スペインで行わ

れた COP25 会議において，地球温暖化対策に対して消極的な姿勢を評価され，「再生

可能エネルギーに切り替えていくべきだ」と化石賞を贈られました。よりよい社会を

目指すうえで，「考える」だけでなく，「試行錯誤」を重ね，多くの課題に対して，

自分達が考え，行動を起こそうとすることの大切さを，私たち大人が子ども達に伝え

なければと，身の引き締まる思いがしました。 

 さて，ここに第 63 回科学研究作品展及び発明工夫作品展の優秀作品を掲載し，研究

事例集を編集しました。児童・生徒達の熱心な取り組みの成果や数々の工夫の足跡が，

この本を手にした全ての皆さんにとって，今後の科学研究・発明工夫に対する貴重な

ヒントになることを願っています。また，日々ご指導にあたられている先生方にとっ

ても，子ども達への指導・助言の手助けになることを願っています。編集及び発行に

際しましてご協力頂きました，日立市教育委員会指導課指導主事  正木 啓道先生を

はじめ，児童・生徒へのご指導・ご助言に加え，本誌の編集に協力してくださった，

すべての市内小中学校の先生方に改めて深く感謝申し上げ，お礼の言葉といたします。 
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